
9月定例会日程

9月30日 開会(提案理由説明〉
10月 l 円~ 6 日休会
10月 7 円 ~ 9 臼代表質問
10月 II 日~ 13日常任委員会
10月14日 常任委員長報告 ・教育委員
等人事案何選任 ・決算特別委員会設
位閉会

¥'f1J会市議会戸、よq本市の人口

(昭和46年 10月 l日現在)

人口 総散 188.692人

男 91. 9 4 4人

女 96.748人

帯 散 58.479世帯
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